
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

  

(資料)総務省「消費者物価指数」より作成。 

日本の消費者物価は、全体では依然として上昇圧力の強い状況が続いている。生鮮食品や

エネルギー等価格変動の激しい品目を外したコアベースでの上昇スピードも徐々に加速し

ており、インフレ圧力が企業物価から一般生活の消費者物価へと急速に広がっている。7

月に原油等のエネルギ―価格が世界経済の減速不安から弱含んだほか、円安も一服となっ

たことから、消費者物価の前年比は 2%台前半の動きで横ばいとなっているものの、今後

の商品価格の一段の上昇は避けられず、また、FRB の金利引上げによる為替への影響も

あり、年後半には 3%台の上昇となる可能性がある。 

 

日本経済:消費者物価一段上昇 
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